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 乱流の一つの大きた特徴はその欠きた輸送能力にあり，乱流の統計理論の目的の一つはその
ような乱流輸送係数を計算することにある．その代表的なものは乱流拡散係数である．これま
での理論は大きくわけて二つあり，random processの理論と次元解析を用いて現象論的に流
体粒子の分散を直接考える方法（微視的）と，Navier－Stokes方程式に基づいた繰り込み展開
によって分布関数を求める方法（巨視的）とがある．しかし，前者の微視的な立場においては，
Navier－Stokes方程式に基づいて解析された例はこれまでのところ見あたらたい．
 ところで，拡散は微視的に見た場合，拡散する粒子を追跡していくという意味で本質的に
Lagrange的た現象である．一方，流体の基礎方程式（Navier－Stokes）はEu1er的である．こ
の点でNavier－Stokes方程式のLagrange的た繰り込み展開による乱流統計理論は有効な方
法であり，その一つであるLagrangianRenorma1izedApProximation（LRA，Kaneda（！981））
をこの問題に応用した．その結果，流体粒子の相対距離の分散が時間の3乗に比例するという
Richardsonの法則を定数までを含めて得ることができた．さらにLagrange的に乱流場を見
た場合，ある大きさを持った流体粒子の変形の特性時間は，Lagrange的速度場の非圧縮成分か
ら圧縮成分への緩和時間で与えられることがわかった（Eu1er的に．は速度場は非圧縮である）．
従って従来の現象論，特にLangevin方程式に現れる減衰項はこの緩和をあらわしているもの
と考えられる．
